
　
２
０
１
１
年
３
月

日
の
東
日
本
大
震
災
以
降

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る

中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。

年
７
月
に
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

が
で
き
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・
普
及

が
大
幅
に
進
み
、
新
聞
紙
面
で
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
や
バ
イ
オ
マ
ス
、
風
力

発
電
と
い
っ
た
言
葉
が
出
て
こ
な
い
日
は
な
い
。

　
日
本
は
海
洋
国
家
で
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
大

き
な
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ

て
い
る
。
１
９
８
０
年
代
ご
ろ
か
ら
一
部
研
究
開

発
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
海
洋
温
度
差
や
波
力
な

ど
に
よ
る
発
電
は
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど

に
比
べ
て
コ
ス
ト
が
高
く
、
発
電
容
量
の
大
規
模

化
も
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

　
こ
の
十
数
年
間
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
技

術
開
発
は
や
や
停
滞
し
た
が
、
海
外
で
は
技
術
が

進
歩
し
各
国
政
府
が
支
援
策
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。
そ
う
し
た
実
情
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
期
待
の
高
ま
り
を
受
け
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は

年
度

か
ら
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
再
開
し
た
。

各
講
師
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
代
表
的

な
取
り
組
み
な
ど

を
紹
介
い
た
だ

く
。

海洋エネルギーの可能性を探る
第５回「新エネルギー促進検討会」

三井造船事業開発本部副本部長・戦略企画部長大橋弘隆氏川崎重工業技術研究所流体エネルギー技術開発室長清瀬弘晃氏

神戸製鋼所チタン本部チタン商品技術室長岡本明夫氏三菱総合研究所主席研究員早稲田聡氏

沖縄・久米島で発電実験潮流発電、早期実用化を期待

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
、
都
内
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ

、
三
菱
総
合
研
究
所
と
共
催
で
「
第
５
回
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
検
討
会

海
洋
エ
ネ
ル
ギ

ー

」
を
開
い
た
。
司
会
の
橋
本
道
雄
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、

三
井
造
船
の
大
橋
弘
隆
氏
が
「
波
力
発
電
」
、
川
崎
重
工
業
の
清
瀬
弘
晃
氏
が
「
潮
流
発
電
」
、

神
戸
製
鋼
所
の
岡
本
明
夫
氏
が
「
海
洋
温
度
差
発
電
」
に
つ
い
て
講
演
。
三
菱
総
研
の
早
稲
田
聡

氏
が
「
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
政
策
・
市
場
・
技
術
の
現
状
と
将
来
」
を
語
っ
た
。
聴
講

者
は

人
に
上
り
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
た
。

司会　あいさつ

海洋エネルギービジネスの政策・市場・技術の現状と将来
　
日
本
で
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

を
導
入
・
普
及
す
る
に
あ
た
り

「
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
」
「
高

い
発
電
コ
ス
ト
」
「
発
電
量
予
測

等
に
係
る
デ
ー
タ
の
不
足
」
「
そ

の
他
社
会
的
な
課
題
」
の
四
つ
の

課
題
が
あ
る
。
ま
ず
日
本
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
東
側
に
位
置
し
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
と
比
べ
波
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
密
度
が
非
常
に
小

さ
く
、
十
分
な
発
電
量
を
得
る
に

は
厳
し
い
技
術
的
課
題
を
克
服
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
比
べ
て
高
い
発
電
コ
ス
ト

は
、
波
の
高
さ
や
潮
流
な
ど
で
制

約
が
あ
る
中
で
機
器
の
高
性
能

化
、
構
造
の
改
良
、
運
用
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
の
削
減
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
。
３
点
目
の
デ
ー
タ
不
足

は
、
潮
流
や
波
浪
な
ど
に
か
か
わ

る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と

め
、
技
術
開
発
や
事
業
化
に
役
立

つ
形
で
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
日
本
の
現
在
の
海
洋
関

連
デ
ー
タ
は
、
主
に
漁
業
や
航

海
、
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
向
け
に
と
ど

ま
る
。
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
他
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比
べ
予

測
可
能
性
や
安
定
性
な
ど
に
優
位

性
が
あ
り
、
日
本
に
多
い
離
島
地

域
で
も
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
代
替

電
源
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
海

洋
発
電
事
業
を
意
識
し
た
デ
ー
タ

の
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。
４
番
目

の
社
会
的
課
題
は
、
各
種
規
制
の

あ
り
方
や
許
認
可
プ
ロ
セ
ス
、
資

金
調
達
方
法
を
ど
う
す
る
か
を
関

係
者
と
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
波
力
発
電
と
潮

流
発
電
で
技
術
要
素
や
時
間
フ
ェ

ー
ズ
が
異
な
る
。
波
力
発
電
は
現

状
で
は
多
種
多
様
な
技
術
が
提
案

さ
れ
る
群
雄
割
拠
の
状
況
。
日
本

企
業
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
技
術
ア
イ

デ
ア
に
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い

る
。
潮
流
発
電
は
既
存
の
技
術
の

応
用
が
可
能
な
た
め
、
波
力
発
電

よ
り
早
期
の
実
用
化
、
市
場
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
る
。
潮
流
発
電
装

置
を
構
成
す
る
装
置
本
体
、
各
種

部
材
や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
分

野
に
、
日
本
企
業
の
技
術
力
活
用

の
余
地
が
大
き
い
。

　
当
社
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
委
託
調
査

を
担
当
し
、
外
国
政
府
や
メ
ー
カ

ー
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
き

た
。
日
本
企
業
の
参
入
と
日
本
の

高
度
技
術
の
活
用
を
期
待
す
る
声

が
多
く
、
今
後
取
り
組
み
の
活
発

化
が
予
想
さ
れ
る
。

海洋温度差発電
　
海
洋
温
度
差
発
電
は
、
海
の
表

層
部
分
の
温
か
い
温
度
と
、
深
層

部
分
の
冷
た
い
温
度
の
温
度
差
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
。
海

水
を
く
み
上
げ
る
こ
と
で
、
鉱
物

資
源
で
あ
る
リ
チ
ウ
ム
の
回
収
や

淡
水
化
、
漁
業
資
源
へ
の
貢
献
な

ど
も
見
込
ま
れ
る
。

　
最
小
で
お
よ
そ

度
Ｃ
以
上
、

平
均

度
Ｃ
ぐ
ら
い
の
温
度
差
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
。
水

深
８
０
０

か
ら
１
０
０
０

ぐ

ら
い
ま
で
い
く
と
温
度
は
約
５
度

Ｃ
に
な
る
。
日
本
で
は
鹿
児
島
か

ら
南
の
あ
た
り
が
適
地
。
海
洋
温

度
差
発
電
が
可
能
な
国
は
１
０
０

カ
国
ぐ
ら
い
あ
り
、
最
大
年
間
発

電
容
量
は
１
万

時

テ
ラ
は

１
兆

ぐ
ら
い
だ
。

　
方
法
は
オ
ー
プ
ン
サ
イ
ク
ル
と

ク
ロ
ー
ズ
サ
イ
ク
ル
の
二
つ
あ

り
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
ク
ル
で
は
く

み
上
げ
た
温
水
を
減
圧
し
た
チ
ャ

ン
バ
ー
の
中
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
蒸
発

さ
せ
る
。
出
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
て
発
電
し
、
そ
の
後
蒸
気

は
冷
た
い
海
水
で
凝
縮
し
て
真
水

に
戻
す
。
最
近
多
い
ク
ロ
ー
ズ
サ

イ
ク
ル
は
一
般
の
発
電
サ
イ
ク
ル

と
同
様
、
バ
イ
ナ
リ
ー
サ
イ
ク
ル

を
真
ん
中
で
組
み
、
蒸
発
器
の
部

分
は
温
か
い
海
水
で
温
め
て
蒸
発

さ
せ
る
一
方
、
冷
た
い
部
分
は
冷

た
い
海
水
で
凝
縮
さ
せ
る
。
中
を

流
れ
る
作
動
流
体
は
低
温
で
動
か

す
必
要
が
あ
り
、
ア
ン
モ
ニ
ア
や

炭
化
水
素
系
の
媒
体
を
使
う
。

　
温
度
差
発
電
は
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

発
生
が
少
な
く
昼

夜
、
季
節
を
問
わ
ず
一
定
出
力
が

取
り
出
し
や
す
い
安
定
性
が
特

徴
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
る
と
日
本
で
は
２
０
２
０
年

で
５
１
０

、

年
で
８
１
５

０

を
も
く
ろ
む
。

年
に
１

時

円
と
い
う
価
格
を
目
標

に
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
は
当
社
と
と
も

に
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
を
支
援
い
た
だ
き
、

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

低
温
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出

す
に
は
熱
交
換
器
の
存
在
が
大
き

い
。
作
動
流
体
を
低
温
で
動
か
す

た
め
の
材
料
確
保
も
欠
か
せ
な

い
。
必
要
な
チ
タ
ン
の
確
保
も
ナ

シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
早
め
に
手
を
打
ち
た
い
。

ま
た
実
証
実
験
の
た
め
沖
縄
・
久

米
島
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
を

つ
く
り
約
２
年
間
運
転
す
る
。
１

日
当
た
り
１
万
３
０
０
０

の
水

を
使
う
発
電
実
験
だ
。

波
力
発
電
の
最
新
動
向
と
三
井
造
船
の
取
り
組
み

潮
流
発
電
装
置
の
開
発 高発電効率の日本版パワーブイ目指す

　
波
力
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

は
太
陽
光
の
約

倍
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
効
率
は
太
陽
光
の
３
倍
以

上
と
優
れ
て
い
る
。
た
だ
海
洋
国

家
と
い
わ
れ
な
が
ら
日
本
沿
岸
の

波
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
意
外
と
少
な

く
、
場
所
に
よ
っ
て
海
岸
線
１

当
た
り
４

―

程
度
と
い

う
状
況
。
世
界
で
は
同

、

同

と
い
う
と
こ
ろ
が
結
構

あ
り
、
日
本
で
は
波
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
い
か
に
効
率
よ
く
取
る
か
が

課
題
だ
。
日
本
の
総
海
岸
線
は
約

５
２
０
０

だ
か
ら
波
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
全
体
で
約

ギ

ガ
は

億

と
、
原
子
力
発
電
三

十
数
基
分
に
相
当
す
る
。

　
た
だ
、
こ
れ
は
計
算
上
の
値

で
、
実
際
の
設
置
で
は

の

分
の
１
程
度
が
妥
当
か
と
思

う
。
ほ
か
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
比
べ
後
れ
を
と
っ
て
い
る

が
、
ソ
ー
ラ
ー
だ
と
太
陽
が
出
な

け
れ
ば
ゼ
ロ
だ
が
、
波
力
は

時

間
安
定
供
給
が
見
込
め
る
。

　
日
本
で
は
浮
体
型
、
陸
上
据
え

付
け
沿
岸
型
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
装

置
を
研
究
し
て
き
た
が
、
基
本
的

に
は
波
の
動
き
を
空
気
の
流
れ
に

変
え
て
エ
ア
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
す

る
方
式
が
有
望
視
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
日
本
で
は
１
９
９
０
年
代

終
盤
、
波
力
発
電
の
研
究
が
途
切

れ
た
。
欧
州
で
は
波
の
上
下
運
動

や
う
ね
り
を
直
接
機
械
的
に
取
り

入
れ
、
何
ら
か
の
形
で
回
転
運
動

に
変
え
発
電
す
る
こ
と
が
真
剣
に

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
我
々
は
欧
州
で
開
発
さ
れ
た
も

の
を
採
用
し
な
が
ら
日
本
の
技
術

を
付
加
し
、
発
電
効
率
が

％
以

上
、
発
電
単
価
が
１

時
当
た

り

円
以
下
の
日
本
版
パ
ワ
ー
ブ

イ
を
実
現
し
た
い
。
２
０
１
０
年

度
に
は
環
境
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ

ー

事
業
化
調
査

を
実
施
し

た
。

年
度
か
ら
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の

補
助
金
で
伊
豆
諸
島
の
神
津
島
の

北
西
に
観
測
ブ
イ
を
入
れ
、
波
浪

デ
ー
タ
を
取
得
し
発
電
装
置
開
発

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
装
置
は
定

格
出
力
が
約

、
平
均
発
電

量
が
約

で
、

世
帯
分
く

ら
い
を
ま
か
な
う
と
考
え
る
。

　
構
造
体
を
軽
く
し
て
発
電
効
率

を
上
げ
る
ほ
か
、
係
留
方
式
や
荒

天
時
の
対
応
な
ど
課
題
は
多
い

が
、
早
期
の
商
業
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。

プロペラ横置き型、海底着床方式採用

　
当
社
が
開
発
し
て
い
る
潮
流
発

電
装
置
は
、
潮
の
満
ち
引
き
で
発

生
す
る
水
の
流
れ
を
利
用
し
発
電

す
る
。
風
力
発
電
装
置
を
海
の
中

に
沈
め
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
よ
い
。
潮
流
発
電
の

特
徴
は
、
空
気
の
約
８
０
０
倍
の

密
度
の
水
で
羽
根
を
力
強
く
回
転

さ
せ
る
た
め
、
装
置
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
潮
の

満
ち
引
き
は
予
測
可
能
な
た
め
安

定
し
た
発
電
量
を
期
待
で
き
る
。

ど
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生

さ
せ
ら
れ
る
か
が
分
か
れ
ば
、
電

源
と
し
て
非
常
に
使
い
や
す
い
。

　
近
い
将
来
の
潮
流
発
電
コ
ス
ト

は
１

時
当
た
り

―

円
ま

で
下
が
る
と
の
予
測
も
あ
り
、
洋

上
風
力
と
十
分
勝
負
に
な
る
と
考

え
る
。
洋
上
風
力
も
広
が
っ
て
い

け
ば
適
地
が
少
な
く
な
り
、
コ
ス

ト
が
上
昇
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　
潮
流
発
電
は
英
国
、
カ
ナ
ダ
、

米
国
、
イ
ン
ド
、
韓
国
な
ど
各
国

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り

つ
つ
あ
る
。
中
で
も
英
国
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
２
０
１
５
年
頃

か
ら
事
業
化
が
見
込
ま
れ
、

年

頃
に
は
年
間
１
０
０
０

の
出

力
が
達
成
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　
日
本
の
海
岸
線
は
入
り
組
ん
だ

地
形
が
特
徴
で
、
潮
流
の
ス
ピ
ー

ド
は
世
界
的
に
も
か
な
り
速
く
、

潮
流
発
電
の
適
地
が
多
く
存
在
す

る
。
特
に
瀬
戸
内
海
と
九
州
の
西

部
な
ど
に
は
適
地
と
思
わ
れ
る
場

所
が
あ
る
。

　
当
社
の
発
電
装
置
は
プ
ロ
ペ
ラ

横
置
き
型
で
海
底
に
着
床
す
る
方

式
を
採
用
し
て
い
る
。
水
車
の
高

さ
が
約

、
ブ
レ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
羽
根
の
直
径
が

で
、
１

基
の
発
電
能
力
は
１

を
標
準

と
し
て
い
る
。
要
素
技
術
開
発
で

は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
支
援
を
い
た
だ

き
、
大
型
水
槽
を
使
っ
た
水
車
の

性
能
試
験
や
ブ
レ
ー
ド
の
耐
荷
重

試
験
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
　

　
こ
の
ほ
か
例
え
ば
ブ
レ
ー
ド
の

可
動
機
構
や
シ
ー
ル
機
構
に
は
、

造
船
事
業
で
ス
タ
ー
ト
し
た
当
社

の
舶
用
推
進
器
関
連
の
事
業
で
培

っ
た
技
術
を
生
か
し
て
い
る
。
船

舶
の
海
洋
生
物
・
腐
食
対
策
ノ
ウ

ハ
ウ
や
発
電
プ
ラ
ン
ト
事
業
な
ど

の
保
有
技
術
も
多
数
活
用
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
海
洋
分
野
の
経
験

を
生
か
し
、
信
頼
性
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
手
が
け
て
い
き
た
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
橋
本
道
雄
氏

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ４月２３日 火曜日 　　


